
しせい
  ニュース

広報いよし (12)

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の
無料貸し出し

■貸出料　無料（ただし、貸出期間中の運搬や維持管理

に要する経費は自己負担）

■貸出対象　市内において、市民１０人以上が参加する

営利を目的としない行事を主催する団体

■貸出条件　医療従事者、又はＡＥＤの取り扱いを含む

救命講習等を受講した者が、常に会場にいること。

■問い合わせ　防災安全課（内線５６４）

資
源
ご
み
回
収
活
動
に
手
数
料
を
交
付
し
て
い
ま
す

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
・
５
３
６
）

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
再
利
用
可
能
な
資
源
ご
み
の
回
収

活
動
を
自
主
的
に
行
う
団
体
に
手
数

料
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
団
体

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
地
域
住
民

で
構
成
す
る
２０
人
以
上
の
団
体
。

■
対
象
品
目

　

古
紙
類（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・

紙
パ
ッ
ク
）

■
手
数
料
の
額

　

３
円
／
㎏（
平
成
２１
年
度
）

■
登
録
申
請
に
必
要
な
も
の

　

登
録
申
請
書
、
会
員
一
覧
表
、
印
鑑
、

振
込
口
座
な
ど

集
団
回
収
を
始
め
る
に
は

①
作
業
に
参
加
で
き
る
人
と
回
収
範

囲
を
決
め
る
。（
お
お
む
ね
２０
人
以
上

で
、
年
間
２
回
以
上
実
施
）

②
回
収
方
法
を
決
め
る
。（
い
つ
、
ど
こ

で
な
ど
）

③
役
割
を
決
め
る
。（
代
表
者
・
会
計
等
）

④
市
に
団
体
登
録
を
行
う
。

⑤
引
き
取
り
業
者
を
決
め
る
。（
現
在

委
託
業
者 

５
業
者
）

⑥
団
体
内
で
周
知
徹
底
を
行
う
。

《古紙類の正しいごみの出し方》

○新聞紙・折り込みチラシ

　新聞紙・折り込みチラシは一緒にしばっ

てもかまいません。

○段ボール

　厚紙と一緒にしないようにしてください。

○紙パック

　紙パックは必ず洗い、開いて、乾かして

ください。（内側が銀色のものや５００ｍｌ未満

の紙パックは「燃えるごみ」です。）

○雑誌類・雑紙

　アルバムなどのビニール加工されたもの

は、「燃えるごみ」です。

　リサイクルできる紙をシュレッダーで裁

断したものは、表面に光沢のない紙袋に入

れ、中身が出ないようにしてください。

※汚れていない紙製の米袋も紙類として出せますが、他の紙類と区別して、米袋のみでまとめて出

してください。（農業用や事業用のものは収集できません。）

※シュレッダーで裁断したものや他の紙類を紙製の米袋に入れて出さないでください。

＝７月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

納  期  限 口座引落日

固定資産税
（第２期）

国　保　税
（第１期）

７月３１日（金） ７月２７日（月）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。
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広報いよし(13)

平
成
２０
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
の
実
施
状
況

総
務
課
（
内
線
５
０
８
）

　

市
で
は
、
伊
予
市
情

報
公
開
条
例
及
び
伊

予
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、
こ
れ

ら
の
制
度
の
実
施
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
こ

の
公
表
制
度
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
広
く
お

知
ら
せ
し
、
制
度
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
、
一
層
の
適
正

な
運
用
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■個人情報保護の実施状況
○個人情報取扱事務登録件数５４２件

実施機関 内　　容 件数

市長、議会、教育委員会、
選挙管理委員会、公平
委員会、監査委員会、
農業委員会、固定資産
評価審査委員会

開示、訂正、利用停止の請求 ０
開示、訂正、利用停止の請求
に対する決定

０

不服申し立て ０
裁決又は決定を行った処理 ０

■情報公開の実施状況

実施機関 内　　容 件 数

市　長

公文書公開請求 １

処
理
状
況

公開決定 １
全部公開 １
部分公開 ０

非公開決定 ０
不服申し立て ０

※市長部局以外はなし

企
画
財
務
課
（
内
線
６
６
７
）

「
伊
予
市
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

　

市
は
、
伊
予
市
の
自
治
の
基
本
ル
ー

ル
を
定
め
た「
伊
予
市
自
治
基
本
条
例
」

を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
予
市

意
見
公
募
手
続
条
例
に
基
づ
き
公
表

を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
公
募
し
ま

す
。

■
政
策
等
の
名
称

　

伊
予
市
自
治
基
本
条
例（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

 

・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

 

・
中
山
地
域
事
務
所

 

・
双
海
地
域
事
務
所

※
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
期
間

　

７
月
６
日
㈪
～
２７
日
㈪
、
８
時
３０
分

～
１７
時
１５
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
執
務
時
間
中
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
直
接
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
、
次
の
問
い
合
わ
せ

先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

　

伊
予
市
総
務
部
企
画
財
務
課

（
〒
７
９
９
ー
３
１
９
３
、
伊
予
市
米

湊
８２０
番
地
、

９
８
３
ー
３
６
８
１
、

Ｅ
メ
ー
ルkikaku-zaim

u@
city.iyo

.

lg.jp

）

節
水
に
ご
協
力
を
！
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しせい
  ニュース

（悪質商法編）

　高齢者を狙う悪質な手口の相談増加中。訪問

販売を装った業者による点検費用の請求や窃盗

事件が発生しています！

【高齢者の方へ】

・身に覚えのない請求には、絶対連絡しない。

・行政機関が電話や訪問して、お金を請求する

ことはありません。

・必要のないものは「いりません」とはっきり断る。

・ひとりで判断せず、だれかに相談しましょう。

【周囲の方へ】

・不審な業者が出入りしていないかなど、時々

声をかけてあげてください。

・普段から高齢者への注意を促す情報を伝える

ことが大切です。

◎消費生活についてお困りのときは

　　　　　　消費者相談窓口（産業経済課内）
　　　　　☎９８２－１１１１（内線５７３）

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力

伊
予
地
区
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会

『
第
５
回 

ひ
ま
わ
り
祭
り
』
の
開
催
に
つ
い
て

■
日
時　

７
月
１２
日
㈰
、
１０
時
～

１４
時

■
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
内
容　

○
ひ
ま
わ
り
の
苗
配
布
や

ひ
ま
わ
り
油
の
搾
油
体
験

○
伊
予
農
高
ほ
か
地
元
団
体
に
よ
る

特
産
品
の
展
示
・
販
売

○
和
太
鼓
の
演
奏
や
踊
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
地
区
ひ
ま
わ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
伊
予
農
業
高
等
学
校
内
）☎
９
８
２
ー

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度産

業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

　

市
内
で
１
年
以
上
、
中
小
企
業
を
経

営
し
て
い
る
個
人
又
は
法
人
の
方
に
、

事
業
に
必
要
な
運
転
資
金
や
設
備
資
金

を
低
利
で
融
資
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
市
内
に
住
居
又
は
事
業
所
が
あ
り
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

■
融
資
条
件

○
融
資
限
度
額　

５００
万
円

○
融
資
期
間　

６０
か
月
以
内

○
返
済
方
法　

原
則
と
し
て
分
割
払

い（
一
括
払
い
も
可
）

○
保
証
人　

法
人
の
場
合
は
、
そ
の
代

表
者
の
方
。
個
人
の
場
合
は
、
原
則
と

し
て
不
要
で
す
が
、
経
営
者
本
人
の
配

偶
者
等
を
保
証
人
と
し
て
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
貸
付
利
率　

年
利
２
・
０
％（
日
本

政
策
金
融
公
庫
普
通
貸
付
利
率
の

０
・
３
％
引
き
、
６
月
１５
日
現
在
の
変
動

利
率
）

伊予市ファミリー・サポート・センター

「マミ♡サポ」講習会のお知らせ

■まずは会員登録

・おねがい会員（依頼会員）…センターで登録

・まかせて会員（提供会員）…講習を受講後に登録

・どっちも会員（依頼・提供会員）
…講習を受講後に登録

※入会申込書は、市内の公共施設に置いています。

■講習会日時

日　時 内　　容

７／３１
（金）

 ９：４０～
１１：５０

乳幼児に起こりやすい事故と
応急処置

１３：３０～
１４：４０

ファミリー・サポート・センター
の役割と期待するもの

１４：４０～
１５：４０

子どもの食育について

１５：５０～
１６：５０

子育て支援者の役割について

※次回開催予定日は、１１月１０日（火）です。

■場所　伊予市中央公民館第１・２会議室

■問い合わせ　

伊予市ファミリー・サポート・センター「マミ♡サポ」

事務局（子育て支援センター内、☎９８２－０４０６）

１
２
２
５
又
は
産
業
経
済
課
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一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

平
成
２１
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
入
通
知
書
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通

知
書
が
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
す
る「
特
別
徴
収
」

と
納
付
書
又
は
口
座
振
替
な
ど
で
納

め
る「
普
通
徴
収
」
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
送
付
す
る
通
知
書
の
保
険
料

額
欄
に
は
、「
特
別
徴
収
額
」・「
普
通
徴

収
額
」
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
金
額
が
記
入

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

「
普
通
徴
収
」の
方
は
、
納
入
通
知
書

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限

ま
で
に
伊
予
市
指
定
金
融
機
関
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
同
封

の
伊
予
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

で
、
指
定
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障

害
の
あ
る
方
は
、
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
で
、
次
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級
別

の
１
～
３
級
に
該
当
す
る
方

・
同
表
の
４
級
の
一
部
に
該
当
す
る
方

○
精
神
障
害
者
手
帳

・
障
害
等
級
の
１
・
２
級
に
該
当
す
る

方○
療
育
手
帳

・
手
帳
の
表
示
が
Ａ
に
該
当
す
る
方

・
手
帳
の
表
示
が
Ｂ
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
４
～
６
級
に
該
当
す
る
方

■
窓
口
に
持
参
す
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
等（
障
害
の
程
度

が
分
か
る
も
の
）

○
被
保
険
者
証

○
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
健
康
保
険
課
後
期
高
齢
者

医
療
担
当（
内
線
５
２
４
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の「
被
保
険

者
証
」
は
、
８
月
１
日（
有
効
期
限 

平

成
２１
年
７
月
３１
日
）か
ら
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

料
を
納
付
し
て
い
な
い
方
は
、
納
付

相
談
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
住

所
変
更
な
ど
で
、
郵
便
物
が
届
か
な

い
方
は
、
健
康
保
険
課
窓
口
で
交
付

し
ま
す
。

■後期高齢者医療被保険者証

国
民
健
康
保
険
の
「
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

国民健康保険
被保険者証 有 効 期 限　　平成○年 ○ 月 ○ 日

記　号　番　号　　１２３４５６７８

氏　　　　　名　　伊予　太郎　　　　　　　　     　性別　男

生　年　月　日　　　　　　　　 　　　　　　 昭和○年○月○日

資格取得年月日　　　　　　　　　　　 　　　 平成○年○月○日

交 付 年 月 日　　　　　　　　　　 　　　　 平成○年○月○日

世 帯 主 氏 名　　伊予　花子

住　　　　　所　　伊予市米湊○○○番地

保 険 者 番 号

保　険　者　名　　　　　　愛 媛 県 伊 予 市

愛媛県伊予市米湊８２０番地（TEL０８９－９８２－１１１１）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の「
被
保
険
者
証
」

は
、
８
月
１
日（
有
効
期
限 

平
成
２１
年

７
月
３１
日
）か
ら
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
長
期

間
国
保
税
を
納
付
し
て
い
な
い
方
は
、

窓
口
で
納
付
相
談
の
後
、
被
保
険
者
証

を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
変
更
な
ど
で
、
郵
便
物

が
届
か
な
い
方
は
、
健
康
保
険
課
窓
口

で
交
付
し
ま
す
。

■国民健康保険被保険者証



シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（５月末日現在）

５月 累計 前年比

侵 入 盗 ４件 １６件 －１８件

自 動 車 盗 ２件 ４件 ＋３件

オートバイ盗 ５件 ９件 ±０件

自 転 車 盗 ２件 ２１件 ＋７件

車 上 ねらい ２件 １２件 －７件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（５月末日現在）

５月 累計 前年比

発　生 １２件 ８６件 ＋２１件

死　者 ０人 １人 － ２ 人

傷　者 １２人 １１２人 ＋３４人

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

７

４㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

５㈰ ㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

１１㈯ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

１２㈰ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

１８㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

１９㈰ K・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２０㈪ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

２５㈯ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

２６㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

８
１㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

しせい
  ニュース

広報いよし (16)

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

　

国
民
年
金
の
月
々
の
保
険
料
は
、

１
４
，６
６
０
円（
平
成
２１
年
度
）で
す
。

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
は
、
本
人
が
申
請

を
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
が
免
除
又
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
を
す
る
と
保
険
料
が
全
額
免
除
又

は
半
額
納
付
な
ど
、
一
部
納
付
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
一
部
納
付
に
つ
い
て
は
、

一
部
納
付
額
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免

除
も
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

３０
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

※
①
～
③
の
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

※
②
・
③
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
受
給
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
将
来
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
、
①
～
③
の
期
間
に
つ
い
て
、

１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
の
追
納
は
、
原
則
と
し
て
先
に
経

過
し
た
期
間
か
ら
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
免
除
等
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

質
問
・
問
い
合
わ
せ

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎

０
３
ー
６
７
０
０
ー
１
１
６
５
）
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皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

夏
の
事
故
と
予
防
ー
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（５月末日現在）

種別 ５月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

２

本庁 ４

８中山 ０ 中山 ２

双海 １ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １２５

１６１

本庁 ５８３

７６０中山 １４ 中山 ８０

双海 ２２ 双海 ９７

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

「
防
火
衣
」
を
着
て
い
れ
ば

熱
く
な
い
の
？

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
水
に
親
し
み
、
水
を
活
か
し
て
よ

り
健
康
的
な
生
活
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。
し
か
し
こ
の
時
期
は
、
一
年
中

で
最
も
水
の
事
故
が
多
い
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
水
に
よ
る
事

故
は
、
一
瞬
の
気
の
ゆ
る
み
や
不
注

意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
も
、
水

に
よ
る
危
険
が
多
く
ひ
そ
ん
で
お
り
、

水
の
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
の
あ
る
と
こ

ろ
に
は
、
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
周
囲
の
人
が
気
を
配

り
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
場
所
は
要
注
意
！

○
水
の
入
っ
て
い
る
浴
槽

○
使
用
中
の
洗
濯
機

○
遊
ん
だ
あ
と
の
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

○
庭
の
池　

○
た
め
池
や
用
水
路

※
好
奇
心
と
行
動
力
の
旺
盛
な
乳
幼
児
は
、
大

人
が
注
意
し
て
守
る
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
の
行
動
を
先
回

り
し
て
、
環
境
の
整
備
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
子
ど
も
は
危
険
な
場
所
ほ
ど
興
味
を
ひ
か
れ

る
も
の
で
す
が
、
危
険
か
ど
う
か
の
判
断
は

で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
家
の
周
囲
の
危
険
な

場
所
を
見
せ
て
教
え
て
お
く
の
も
事
故
を

防
止
す
る
一
つ
の
方
法
で
す
。

子
ど
も
が
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
…

○
ど
こ
へ
行
く
の
か
聞
く

　

海
、
川
に
子
ど
も
だ
け
で
行
か
せ
な
い

○
だ
れ
と
行
く
の
か
聞
く

　

一
人
で
は
行
か
せ
な
い

○
い
つ
帰
る
か
聞
く

　

約
束
の
時
間
内
に
帰
ら
せ
る

○
泳
ぐ
時
の
注
意
点
を
言
い
聞
か
せ
る

○
行
く
前
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

　

「
熱
は
な
い
か
？
」「
風
邪
は
ひ
い
て

い
な
い
か
？
」「
顔
色
は
良
い
か
？
」「
疲

れ
て
い
る
様
子
は
な
い
か
？
」

　

時
代
劇
な
ど
で
見
る
町
火
消
し
は
、

頭
か
ら
水
を
か
ぶ
っ
て
燃
え
て
い
る

長
屋
に
入
っ
て
行
き
ま
す
が
、
実
際
の

火
災
で
は
室
内
温
度
が
数
百
度
に
も

な
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
無
謀

と
も
言
え
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
て
建
物
の
中
に

入
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
に
は
、
身
を
守
る
装
備
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で「
防
火
衣
」と
い
う
も

の
を
着
て
現
場
に
向
か
う
の
で
す
。

　
「
防
火
衣
」
は
外
衣
と
中
衣
の
二
層

に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
衣
は
、
機
械
的

強
さ
・
耐
熱
性
に
優
れ
た
芳
香
族
ポ

リ
ア
ミ
ド
と
い
う
化
学
繊
維
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
衣
に
は
、
透
湿
防
水

フ
ィ
ル
ム
が
接
着
さ
れ
て
お
り
、
内

側
か
ら
の
湿
気
を
外
に
出
し
、
外
側

か
ら
の
水
は
防
ぐ
も
の
で
、
消
防
隊

員
の
快
適
性
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
「
防
火
衣
」
は
、
火
炎
や
高
温
の
室
内

に
お
い
て
、
消
防
隊
員
の
身
を
守
る
重

要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
通
気

性
や
動
き
や
す
さ
な
ど
も
十
分
に
考

慮
さ
れ
た
優
れ
も
の
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
火
炎
や
高
温
の
室
内
に

入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り

熱
い
で
す
。
そ
ん
な
過
酷
な
状
況
の

な
か
で
も
、
人
命
検
索
・
消
火
活
動
を

速
や
か
に
行
え
る
よ
う
、
消
防
隊
員

は
、
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

～
消
防
豆
知
識
～


